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I. 法人の概要 
 

 

１． 基本情報 

（１） 法人の名称 「学校法人八戸工業大学」 

（２） 主たる事務所の住所 

〒031-8501 青森県八戸市大字妙字大開８８番地１号 

TEL：0178-25-3111（代表） 

ホームページ：https://www.hi-tech.aomori.jp/ 

 

２． 建学の精神 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本法人は、人格、徳性の涵養並びに知性の練磨を象徴的に表す「正己以格物」を不易の綱領と

定め、建学の精神としています。 

この言葉は、儒教の根本精神を表した四書五経の一つ「大学」に拠るもので、物の道理をよく 

見極め、広く知識を求め、社会における自己の役割が如何なるものかを、深く認識し、高い倫理性

をもって行動することの重要性を説いているものです。 

本法人は、この建学の精神に基づき、社会の負託と時代の要請に応えることを要諦とし、創造的、

個性的な自己思考能力を有する有為の人材を養成しています。 

 

３． 学校法人の沿革 

昭和 31 年 02 月 28 日 八戸高等電波学校の設置を申請する。 

昭和 31 年 04 月 10 日 八戸高等電波学校を開校する。 

昭和 31 年 07 月 27 日 学校法人八戸高等電波学校の寄附行為が認可される。 

昭和 31 年 08 月 02 日 法務局への登記が完了し、学校法人八戸高等電波学校が成立する。 

昭和 32 年 02 月 12 日 学校法人八戸電波高等学校に改称する寄附行為の変更が認可される。 

八戸電波高等学校の設置を認可される。 

昭和 34 年 04 月 01 日 八戸電波高等学校(本科「無線通信科、無線技術科」・専攻科)を開校する。 

昭和 36 年 04 月 01 日 八戸電波高等学校に電子科、電気科を設置する。 

昭和 36 年 11 月 01 日 学校法人八戸電波工業高等学校に改称する寄附行為の変更を認可される。 

八戸電波工業高等学校へ名称変更を認可される。 

 

 

【 正己以格物 (せい・き・い・かく・ぶつ) 】 

（己を正し以て物に格る） 
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昭和 37 年 03 月 31 日 八戸電波工業高等学校の無線技術科を廃止する。 

昭和 37 年 04 月 01 日 八戸電波工業高等学校に機械科を設置する。 

昭和 39 年 04 月 01 日 八戸電波工業高等学校に普通科を設置する。 

昭和 43 年 04 月 01 日 八戸電波工業高等学校に土木科、建築科を設置する。 

工業課程は、6 科 (通信科・電気科・電子科・機械科・土木科・建築科)となる。 

昭和 45 年 12 月 15 日 さくら幼稚園の設置を認可される。 

昭和 46 年 04 月 01 日 さくら幼稚園を開園する。 

昭和 47 年 01 月 29 日 学校法人八戸工業大学へ名称変更を認可される。 

八戸工業大学の設置を認可される。 

昭和 47 年 04 月 01 日 八戸工業大学 (工学部機械工学科・産業機械工学科・電気工学科) を開学する。 

昭和 50 年 02 月 03 日 八戸工業大学第二高等学校の設置を認可される。 

昭和 50 年 04 月 01 日 八戸電波工業高等学校白銀校舎 (工業課程) を八戸工業大学第一高等学校に 

改称する。 

八戸電波工業高等学校大開校舎 (普通科) を八戸工業大学第二高等学校として 

開校する。 

昭和 51 年 04 月 01 日 八戸工業大学工学部に土木工学科及び建築工学科を設置する。 

昭和 57 年 04 月 01 日 八戸工業大学工学部にエネルギー工学科を設置する。 

昭和 59 年 04 月 01 日 八戸工業大学第一高等学校に情報科を設置する。 

昭和 63 年 04 月 01 日 八戸工業大学工学部に食品工学研究所及び情報システム工学研究所を設置する。 

平成 05 年 04 月 01 日 八戸工業大学工学部に構造工学研究所を設置する。 

平成 07 年 03 月 16 日 八戸工業大学に大学院工学研究科修士課程の設置を認可される。 

平成 07 年 04 月 01 日 八戸工業大学大学院工学研究科修士課程を設置する。 

 (機械システム工学専攻、電気電子工学専攻、土木工学専攻) 

平成 08 年 12 月 19 日 八戸工業大学に大学院工学研究科博士後期課程の設置を承認される。 

平成 09 年 04 月 01 日 八戸工業大学大学院工学研究科に博士後期課程を設置する。 

 (機械システム工学専攻、電気電子工学専攻、土木工学専攻) 

平成 10 年 12 月 22 日 八戸工業大学大学院工学研究科に修士課程建築工学専攻の設置が承認される。 

平成 11 年 04 月 01 日 八戸工業大学大学院工学研究科に修士課程建築工学専攻を設置する。 

八戸工業大学工学部にシステム情報工学科を設置する。 

八戸工業大学工学部電気工学科を電気電子工学科へ名称変更する。 

平成 12 年 12 月 21 日 八戸工業大学大学院工学研究科建築工学専攻に博士後期課程の設置が承認 

される。 

平成 13 年 04 月 01 日 八戸工業大学大学院工学研究科に博士後期課程建築工学専攻を設置する。 

八戸工業大学工学部機械工学科を機械情報技術学科、土木工学科を環境建設 

工学科へ名称変更する。 

平成 14 年 04 月 01 日 八戸工業大学工学部に生物環境化学工学科を設置する。 

八戸工業大学工学部に異分野融合科学研究所を設置する。 

平成 15 年 04 月 01 日 八戸工業大学工学部電気電子工学科を電子知能システム学科へ名称変更する。 

八戸工業大学第一高等学校に進学科、情報電気科、環境建設科を設置する。 

八戸工業大学第一高等学校電子科、電気科、土木科、建築科、情報科の募集を 

停止する。 
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平成 16 年 10 月 05 日 感性デザイン学部感性デザイン学科を設置する届出書が受理される。 

平成 17 年 04 月 01 日 八戸工業大学に感性デザイン学部感性デザイン学科を設置する。 

平成 18 年 10 月 31 日 八戸工業大学が「日本高等教育評価機構」による「機関別認証評価」に係る実地調

査を受審する。 (〜11 月 2 日、平成 19 年 3 月 29 日認定) 

平成 19 年 04 月 01 日 八戸工業大学大学院工学研究科機械システム工学専攻を機械・生物化学工学専

攻に同電気電子工学専攻を電子電気・情報工学専攻へ名称変更する。 

平成 21 年 04 月 01 日 八戸工業大学に工学部土木建築工学科を設置する。 

八戸工業大学工学部生物環境化学工学科をバイオ環境工学科へ名称変更する。 

平成 22 年 04 月 01 日 八戸工業大学工学部電子知能システム学科を電気電子システム学科へ名称変更

する。 

八戸工業大学第一高等学校に普通科並びに工業科を設置する。 

平成 26 年 03 月 11 日 八戸工業大学が、公益財団法人日本高等教育評価機構 (JIHEE) から同機構が

定める大学評価基準に適合していると認定される。 

 (10 月 2 日〜10 月 4 日、大学機関別認証評価の実地調査を受審する) 

平成 27 年 04 月 01 日 八戸工業大学大学院工学研究科土木工学専攻を社会基盤工学専攻へ名称変更 

する。 

平成 27 年 04 月 28 日 八戸工業大学エネルギー環境システム研究所を地域産業総合研究所へ名称変更

する。 

平成 28 年 03 月 31 日 八戸工業大学大学院工学研究科建築工学専攻を廃止する。 

平成 29 年 03 月 02 日 八戸工業大学第二高等学校附属中学校の設置を認可される。 

八戸工業大学第二高等学校附属中学校の設置、収益事業の中止、役員等選任 

条項の変更に伴う寄附行為の変更が認可される。 

平成 30 年 04 月 01 日 八戸工業大学工学部機械情報技術学科を機械工学科へ名称変更する。 

八戸工業大学工学部電気電子システム学科を電気電子工学科へ名称変更する。 

八戸工業大学工学部バイオ環境工学科を生命環境科学科へ名称変更する。 

八戸工業大学感性デザイン学部感性デザイン学科を創生デザイン学科へ名称変更

する。 

八戸工業大学第二高等学校附属中学校を開校する。 

令和 03 年 03 月 16 日 八戸工業大学が、公益財団法人日本高等教育評価機構 (JIHEE) から同機構が

定める大学評価基準に適合していると認定される。 

 (10 月 19 日〜10 月 21 日、大学機関別認証評価の実地調査を受審する) 

令和 04 年 04 月 01 日 八戸工業大学工学部工学科を設置する。 

 

 

八戸工業大学感性デザイン学部創生デザイン学科を感性デザイン学科へ名称変更

する。 

 

 

八戸工業大学工学部機械工学科、電気電子工学科、システム情報工学科、 

生命環境科学科、土木建築工学科の学生募集を停止する。 

令和 06 年 01 月 25 日 

 

 

八戸工業大学第二高等学校通信制課程の設置を認可される。 

八戸工業大学第二高等学校通信制課程の設置に伴う寄附行為の変更が認可 

される。 

令和 06 年 04 月 01 日 八戸工業大学第二高等学校通信制課程を設置する。 
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４． 設置する学校・学部・学科等 

（１） 設置状況 

(令和７年５月１日現在) 

学校名 研究科・学部・課程等 学科 

八戸工業大学大学院 

工学研究科 

博士前期課程 

博士後期課程 

機械・生物化学工学専攻 

電子電気・情報工学専攻 

社会基盤工学専攻 

八 戸 工 業 大 学 
工学部 工学科 

感性デザイン学部 感性デザイン学科 

八戸工業大学第一高等学校 全日制課程 
普通科 

工業科 

八戸工業大学第二高等学校 
全日制課程 普通科 

通信制課程 普通科 

八戸工業大学第二高等学校附属中学校   

さ く ら 幼 稚 園   

 

（２） 学校・学部・学科等の入学定員・入学者数・収容定員・現員数 

(令和７年５月１日現在) 

 

 

学校名 研究科･学部･課程等 学科 入学定員 入学者数 収容定員 現員数 

八戸工業大学 

大 学 院 

工学研究科 

博士前期課程 

機械・生物化学工学専攻 5 2 10 5 

電子電気・情報工学専攻 5 4 10 6 

社会基盤工学専攻 5 1 10 2 

前期課程 小計 15 7 30 13 

工学研究科 

博士後期課程 

機械・生物化学工学専攻 2 0 6 0 

電子電気・情報工学専攻 2 1 6 2 

社会基盤工学専攻 2 1 6 1 

後期課程 小計 6 2 18 3 

大 学 院 計 21 9 48 16 

八戸工業大学 

工 学 部 

工学科 250 182 1,000 678 

機械工学科 - - - 2 

電気電子工学科 - - - 4 

システム情報工学科 - - - 9 

土木建築工学科 - - - 6 

生命環境科学科 - - - 1 

工学部 小計 250 182 1,000 700 

感性デザイン学部 感性デザイン学科 50 33 200 140 

学  部   計 300 215 1,200 840 

八戸工業大学第一高等学校 
全日制課程 

普通科 80 97 240 259 

工業科 245 173 735 461 

第一高校 計 325 270 975 720 

八戸工業大学第二高等学校 

全日制課程 普通科 240 169 720 522 

通信制課程 普通科 80 15 240 43 

第二高校 計 320 184 960 565 

八戸工業大学第二高等学校附属中学校   60 25 180 53 

さくら幼 稚 園   25 5 90 45 

 合    計 1,051 708 3,453 2,239 
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（３） 収容定員充足率 

(毎年度５月１日現在) 

学校名 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 

八 戸 工 業 大 学 83.4％ 86.0％ 83.5％ 75.7% 68.6% 

八戸工業大学第一高等学校 66.8％ 65.1％ 68.3％ 69.6% 73.8% 

八戸工業大学第二高等学校 65.6％ 67.6％ 69.6％ 61.9% 58.9% 

八戸工業大学第二高等学校附属中学校 23.3％ 23.9％ 26.7％ 23.3% 29.4% 

さ く ら 幼 稚 園 57.5％ 47.5％ 76.7％ 67.8% 50.0% 

５． 役員の概要 

（１） 役員 

理事  １１人 （定数：8 人以上 12 人以内） 

監事  2 人 （定数：2 人以上 3 人以内） 

     (令和７年 6 月１3 日 定時評議員会) 

職  名 氏 名 
役員 

就任年月日 
備 考 

理 事 長 栁谷 利通 H11.01.19 常 勤  

副理事長 武輪 俊彦 R01.09.14 非常勤 会社役員（代表取締役） 

副理事長 大庭 文武 H28.04.01 非常勤 元八戸市教育委員長 

理  事 白石   司 R06.04.01 常 勤 学校法人八戸工業大学 理事長補佐 

理  事 船﨑 健一 R07.06.13 常 勤 八戸工業大学 学長 

理  事 遠藤   剛 R07.06.13 常 勤 八戸工業大学第一高等学校 校長 

理  事 黒坂   孝 R05.04.01 常 勤 
八戸工業大学第二高等学校 校長 

八戸工業大学第二高等学校附属中学校 校長 

理  事 上澤   司 R06.04.01 常 勤 さくら幼稚園 園長 

理  事 川村 暢朗 R07.06.13 非常勤 元会社役員 

理  事 阿波   稔 R03.05.29 常 勤 八戸工業大学 学長補佐 

理  事 吉田 忠一 R06.04.01 常 勤 学校法人八戸工業大学 事務局長 

監  事 田島 幹二 H11.12.18 非常勤 会社役員（取締役会長） 

監  事 島守 雅之 R01.09.14 非常勤 会社役員（代表） 

 

（２） 役員賠償責任保険契約の状況 

日本私立大学協会を団体契約者とする「私大協役員賠償責任保険」制度加入 

・被保険者の範囲：理事・監事・評議員・管理職 

・保険契約の内容の概要 

 被保険者が本法人の役員としての業務につき行った行為（不作為を含む）に起因して損害賠償請求が

なされたことにより、被保険者が被る損害賠償金や争訟費用等を補償するもの。ただし、贈収賄などの犯

罪行為や意図的に違法行為を行った役員自身の損害等は補償対象外とすることにより、役員の職務の

執行の適正性が損なわれないように措置を講じている。保険料は全額法人が負担する。 
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６． 評議員の概要 

（１） 評議員 13 人（定数：9 人以上 15 人以内） 

(令和７年 6 月１3 日 定時評議員会) 

氏  名 就任年月日 備  考 

福士 憲一 H28.04.01 元八戸工業大学 副学長 

金子 賢治 R03.05.29 八戸工業大学 学長補佐 

工藤 幸太 R02.04.01 第一高校 副校長 

河原木 聡 R01.09.14 第二高校附属中学校 副校長 

工藤 嘉範 H09.07.18 地方議会議員 

大館 恒夫 H25.09.02 第一高校教育後援会 会長 

岩渕 義昭 H29.06.28 
第二高等学校後援会 会長、第二高等学校同窓会 会長、 

会社役員（代表取締役） 

小瀬川 喜井 R07.06.13 会社役員（代表取締役） 

横町 浩明 R01.09.14 会社役員（専務取締役） 

柴田 一則 H25.05.24 会社役員（取締役・執行役員） 

尾崎 直子 R07.06.13 前 さくら幼稚園父母と教師の会 会長 

坂本 朋子 R07.06.13 会社役員（代表取締役社長） 

附田 妙子 R07.06.13 会社役員（代表取締役社長） 

 

７． 会計監査人の概要 

（１） 会計監査人 1 人（定数：1 人） 

名  称 就任年月日 

有限責任監査法人トーマツ R07.06.13 

 

８． 理事選任機関の概要 

（１） 理事選任機関：評議員会（寄附行為第 7 条） 

 

９． 教職員の概要 

(令和７年５月１日現在) 

教職員区分 
法人 

事務局 

八戸工業 

大学 

八戸工業

大学第一

高等学校 

八戸工業

大学第二

高等学校 

八戸工業大

学第二高等

学校附属中

学校 

さくら幼

稚園 
合計 

専 任 教 員 - 67 54 43 7 9 180 

 教授(教諭) -  49 52 40 7 6 154 

 准教授 - 9 - - - - 9 

 講師 -   7 2 3 - 2 14 

 助教・助手 -    2 - - - 1 3 

兼 務 教 員 - 71 10 28 4 - 113 

教 員 計 - 138 64  71 11 9 293 

専 任 職 員  2 67 6   4 - 1 80 

兼 務 職 員   1  15 6   7 - 5 34 

職 員 計  3 82 12   11 - 6 114 

合  計  3 220 76  82 11 15 407 
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II. 事業の概要 

 

１. 八戸工業大学 

（１） 主な教育・研究の概要 

① 教育理念 

 

 

八戸工業大学は、「良き技術は、良き人格から生まれる」という教育理念を掲げています。 

これは、「良き職業人となるためには、高度な専門知識とともに豊かな人間性と総合的な判断力をもつ」

ことが必要であることを意味しています。 

② ３つのポリシー 

■ ディプロマ・ポリシー（卒業の認定に関する方針） 

本学は、教育理念を踏まえた教育目標に基づく所定の教育課程を修め、以下の資質・能力が身につい

た学生に学士の学位を授与します。 

 1．豊かな人間性と総合的な判断力 

 2．社会の変化に対応できる柔軟な思考力 

 3．専門分野の基礎原理の理解と高度応用展開力 

 4．地域社会への関心をもちグローバルな視野で物事を考える姿勢 

 

■ カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針） 

八戸工業大学は、ディプロマ・ポリシーに掲げる資質・能力を備えた人材を育成するために、次のような

教育課程編成・実施の方針を定めています。 

 1．教育課程の骨格 

カリキュラムを、高校教育から大学教育に円滑に移行させ、キャリアデザインを支援するための「キャリア

教育科目」、人間環境や社会に対して多面的な視野から物事を捉え総合的な判断ができる力を養う「総合

教養科目」、AI 技術やデータサイエンス能力を養う「AI・データサイエンス科目」、地域社会と科学技術に

ついての包括的な理解、ならびに工学とデザインの分野を融合した学びを誘導する「共創教育科目」、工学

の学問に必要な自然科学分野の基礎を幅広く養う「工学基礎科目」（工学部のみ）、各分野における専門

基礎原理および実践的な応用能力を養う「専門科目」、地域産業の特色を反映した発展的な知識・技術を

養う「工学発展科目」（工学部のみ）、高度な応用・展開能力を養う「特別専攻科目」で編成します。 

 2．総合的な人間力を養成する教育の実施 

 「キャリア教育科目」においては、高大接続・社会接続を担う教育を実施します。また「総合教養科目」に

おいては、その分野を人間科学分野、国際コミュニケーション分野、体育科学分野および総合学際分野で

構成し、学部・学科を問わないリベラルアーツを展開します。これにより、豊かな人間性を涵養し、柔軟な思

考力や幅広い視野に立った理解力を養成します。「共創教育科目」および「専門科目」においても、課題解

決型学習(PBL)、アクティブ・ラーニングなどの授業を展開し、豊かな人間性と総合的な判断力、主体性な

らびに社会の変化に対応できる柔軟な思考力を養成します。 

良き技術は、良き人格から生まれる 
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3．高度な情報活用能力を育成する教育の実施 

超スマート社会に対応するための情報リテラシーと AI 技術・データサイエンスの基礎を学ぶ科目を全

学共通科目として配置します。工学およびデザインの専門分野においては情報技術を高度に利活用するた

めの力を養成します。 

 4．地域社会との繋がりを重視した共創教育の実施 

社会が抱える課題の解決のために、地域への理解を深めるとともに、学部・学科の専門分野の地域的・

社会的な役割およびデザインの基礎について学ぶための科目を配置します。また「共創教育科目」におけ

る工学とデザインを融合した学修、さらに専門科目においても地域と連携した PBL、アクティブ・ラーニン

グ教育を展開します。これにより、持続可能な地域社会づくりへの関心と責任をもって物事を考えることが

できる能力を養成します。 

 5．専門分野の基礎原理を理解・修得するための教育の実施 

学部・学科の専門基礎原理を学ぶ科目を学期ごとに体系的に学べるように編成します。専門基礎と演習

を組み合わせた授業、専門基礎原理の繰り返し学習を取り入れた授業などを展開し、これにより専門分野

の基礎原理を理解・修得させる教育を実施します。 

 6．専門分野の基礎原理を実践的に応用展開できる力を養成する教育の実施 

実践的な力を養うために、少人数ゼミナール、実験・演習・実習科目を重点的に配置します。自ら考えて

纏めたことを発表・表現する授業や、体験・気づき・省察サイクルを取り入れた授業を展開します。また身に

つけた専門知識やスキルを統合し、論理的な課題解決を通じて新たな価値の創造に繋げていく能力や姿

勢を育成するために、「卒業研究」を全学必修とします。また、これらの科目群によりチームワーク力やリー

ダーシップ力も養成します。 

 7．グローバルな視野で物事を考えることができる力を養成する教育の実施 

学部・学科を問わない「総合教養科目」を中心に、「専門科目」においてもそれぞれの分野においてグロ

ーバルな視点での授業を展開します。これにより、異文化と多様性を理解しつつ、グローバルな視野で物

事を考えることができる力を養成します。 

 

■ アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針） 

八戸工業大学は、建学の精神である「正己以格物」（己を正し以て物に格る）に基づいた自己思考能力

を育むカリキュラムにより、基礎知識や専門知識だけにとどまらず、将来的に地域を牽引していくことがで

きる総合力を備えた次世代のリーダーにふさわしい人材を養成しています。また、教育理念に基づき、高度

な専門知識を備え高度な応用展開力をもつとともに豊かな人間性と総合的な判断力をもつ社会の担い手

の育成を目指しています。 

 これらを実現するため、高等学校で履修する教科・科目について基礎的な知識・技術を有しており、本学

が進める教育研究活動に強い関心があり、さらに自らを向上させようとする意欲を持つ人を、多様な選抜

制度により受け入れます。 

 本学の入学者選抜では、志願者の学力の三要素（「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様

性・協働性」）を把握し、各学科の教育・人材育成の目的にかなう能力・資質・意欲・適性などを判断するた

め、入試形態ごとに個別学力検査、大学入学共通テスト、調査書、小論文、面接などを組み合わせて志願

者の能力や資質を多面的・総合的に評価します。 
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（２） 中期的な計画及び事業計画の進捗・達成状況 

① 中期目標・基本計画の全体方針 

② 令和７年度 事業計画の進捗・達成状況 

～ 東北有数のダイナミックな港湾都市圏「八戸」での「人材育成・地域貢献、知と感性の創造・探求」

の拠点形成 ～ 

【目標１】 常に挑戦し進化し続ける大学へ 

１）中長期目標・基本計画「HIT Grand Design 55」の着実な履行 

 平成 30 年度に制定された「HIT Grand Design 55」において長期計画を平成 30 年度～令和９年度の

10 年間、中期計画は平成 30 年度～令和４年度の５年間、令和５年度～令和９年度の各５年間を計画期間と

して設定し、令和５年度からの５年間においては計画の中間評価、見直しにより新たな中期計画及び長期計画

として改定している。この中長期目標・基本計画「HIT Grand Design 55」に基づく令和７年度の重点項目

を定め、計画の着実な履行を行った。 

２）カーボンニュートラル（ＣＮ）達成に資する活動の推進 

 「HIT カーボンニュートラルロードマップ」に基づき「カーボンニュートラル入門」、「カーボンニュートラル概

論Ⅰ」、「カーボンニュートラル概論Ⅱ」のプログラム科目を開講、「主題別ゼミナールⅡ（青森のエネルギー産

業）」では、青森に立地する各エネルギー施設を運用している専門家による地域企業と連携した実践的な学び

を提供し、カーボンニュートラル達成に資する人材育成プログラムを深化させた。 

また、カーボンニュートラル人材の育成を通じて、北東北の子ども・若者が地域の高等教育機関で学び、社

会に貢献する成長産業の担い手として地元企業へ就職し、地域に根差して暮らしていくという好循環を創出

することを目的とした、産官学による「HIT カーボンニュートラル人材育成協議会」を開催した。「本学における

技術者教育プログラムの構築」、「社会人を対象としたリカレント教育プログラムの開発」、「小・中・高等学校に

おける環境教育への支援」など、地域全体で創り上げる魅力的かつ実践的な人材育成プログラムの実現を目

指している。 

３）社会の要請に応える新たな教育分野の構築に向けた検討 

 新たな教育分野の構築について、令和５年より八戸工業大学将来計画委

員会を設置し、組織的に検討している。これまでの大学基本方針を踏まえつ

つ、従来の工学系の枠を超えて幅広く理系及び文系の受け皿となるような学

部・学科編成が求められることから、社会環境の変化への対応及び工学・デ

ザインを核とした発展的な改組を目指し、既存の「工学部」及び「感性デザイ

ン学部」をデジタル分野、グリーン分野を軸とする「総合情報学部」、「先進工

学部」及び「デザイン工学部」の３学部へ再編する案の具体的な検討を行っ

た。また、教職課程においては従来の工業（高）、情報(高)、美術（中・高）、工

芸（高）の免許教科に、新たに数学（中・高）、理科（中・高）を追加するための

A. 戦略立案体制の早期確立と稼働 Ｆ. 教育の質保証システムの確立 

Ｂ. 対象とすべき地域の明確化 Ｇ. 社会貢献・地域連携の推進 

Ｃ. 入学者数の目標確定と入学者増への取組 Ｈ. 入試募集体制の見直し 

Ⅾ. 部局の特色・独自性の明確化 Ｉ. 組織改革等の推進 

Ｅ. 改組・改革の推進 Ｊ. 自己点検・評価の推進、内部質保証の確立 



 

 10 / 38 

 

検討を進めた。 

 さらに、学部・学科編成案に応じた大学キャンパスの将来性及び効率的な活用計画についても併せて検討

し、キャンパス整備構想として教育・学習環境の充実についても具体化を進めた。 

４）デジタルを活用した大学教育の高度化（DX）の推進 

 令和４年度より全学部を対象に「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム」を開設している。このプログラ

ムは、文部科学省が定める「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）」として

認定されており、令和７年度には初のプログラム修了生を輩出した。また、このプログラムに、より実践的な能

力を育成する「応用基礎レベル」の科目を設定することを検討し、令和８年度から開講することとした。 

同プログラムでの取り組みに加えて、本学の「ICT を活用した教育の推進について」基本方針を更新し、 

DX による学修者本位の学修実現に向け、履修指導の強化や学生の満足度向上を図る取り組みを推進した。 

今後は、同プログラムの履修状況や DX に関する学生アンケート結果を精査し、その内容及び実施方法等

の改善を図っていく。 

５）教員の研究力強化や外部資金獲得力の強化 

研究力向上により、地域課題の解決や産業振興に貢献するため、教員の研究力強化と外部資金獲得力の

向上に取り組んでいる。具体的には「研究支援体制の充実による研究活動の活性化」、「共同研究や産学官連

携の推進」、「科学研究費補助金など外部資金申請支援の強化」、「若手教員の研究活動支援や研究成果発

信の促進」などを進めた。 

６）改組計画の検討及び具体化 

「総合情報学部」、「先進工学部」及び「デザイン工学部」の３学部への再編案に基づき、具体的な内容をまと

めた、新たな学部学科の設置認可・届出に係る関係書類を整え、文部科学省への事前相談を実施した。事前

相談の結果、３学部とも届出による設置が可能であることが文部科学省より認められた。また、教職課程にお

いても、文部科学省へ新たに数学（中・高）、理科（中・高）を追加するための認定申請を行った。 

【目標 2】 学生の成長を支え、夢の実現・挑戦を後押しする大学へ 

１）志願者・入学者の増加を目指した新たな機能・拠点・制度づくり 

・ 「内部進学特待生制度」の運用開始： 

第一高校及び第二高校（以下「グループ校」）の生徒のうち、本学での学業に意欲的な者や、経済的理由等

から専門学校等への進学や就職を検討している者などを対象に、内部進学時の奨学金を給付する「内部進学

特待生制度」を開始した。令和 7 年度の同制度適用者は、第一高校 27 名、第二高校 16 名であった。この結

果、グループ校からの入学者数は、昨年度の 43 名（第一高校 32 名、第二高校 11 名）に対し、令和 7 年度

は 53 名（第一高校 35 名、第二高校 18 名）となり、計 10 名の増加となった。 

グループ校からの進学者確保は、教育、研究及び課外活動の活性化に寄与し、ひいては大学全体の志願

者・入学者増につながるものと期待することから、今後は法人全体での連携をさらに強化し、制度の定着と広

報活動の拡充を図るとともに、必要に応じて制度の見直しを検討していく。 

・ 「八戸工業大学 STEAM 女子推進・支援室」の活動及び「理系女子奨学金制度」の運用開始： 

理系女子の人材育成を包括的に支援するため、「八戸工業大学 STEAM 女子推進・支援室」を中心とした

活動を展開した。オープンキャンパスでは、女子高校生と本学女子学生との交流の場を設け、学生視点でのア

ドバイスを通じて、工学系進学に対する不安や悩みの解消に努めた。また、入試制度においては、昨年度設立
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した「HIT 女性技術者育成基金」による「理系女子奨学金」の運

用を開始した。令和 7 年度は 9 名が本制度を利用して入学し、

女子入学者全体では昨年度の 33 名から 46 名へと大幅な増

加につながった。 

今後も、社会で活躍できる女性技術者の育成を柱に同支援

室の活動を推進する。あわせて、奨学金制度を幅広く周知する

など、優秀な女子学生の獲得に向けた広報活動をさらに強化し

ていく。 

２）キャンパス整備計画の検討 

本学の将来ビジョン及び学部再編を見据え、教育・研究環境の充実と施設の有効活用を目的として、キャン

パス整備計画の検討に取り組んだ。具体的には、老朽化が進む既存施設の現状把握や利用実態の分析、教

職員・学生へのヒアリング等を踏まえ、「キャンパス整備構想」を策定し、今後の整備の基本的な方向性を明確

化した。あわせて、当該構想に基づき、校舎配置の見直しや空間の集約化、ラーニングコモンズの形成、渡り廊

下等共用空間の有効活用を柱としたキャンパス整備基本計画について検討を進めた。令和 7 年度は、動線計

画やゾーニング、段階的整備の考え方等を中心に整理を行い、次年度以降の具体的整備に向けた基礎的検

討を実施した。 

【目標３】 地域から、全国から、そして世界から一層愛され、期待され、そして結果を出す大学へ 

１）地域貢献型大学としての一般教養教育構築 

 共創教育（分野を超えた教育）プログラムとして、安全・安心・健康で文化的な地域社会の創出に貢献できる

人材の育成を目的とした「北東北八戸の地域学」を開講し、地域の特色の理解、地元愛の醸成を図った。若年

者の県内定着の促進に向けた取組を推進する青森県の重点事業とも関連することから着目されているカリキ

ュラムであり、今後、地域との連携がさらに深化することとなる。 

 高大連携事業においては、グループ校の高校生を対象に「カーボンニュートラル入門」の履修機会を提供し、

令和７年度入学生からは、入学前の履修科目を本学の単位として認定する制度を開始している。 

また、一般市民の方々に対しては、番町サテライトキャンパスでの公開講座を通じて化学、物理、数学等教

養分野の面白さを伝えるなど、地域の多様な層に向けて教養分野の大切さを伝えるとともに、受講者の知識

の裾野を広げる取組を実施した。 

２）企業等との共同研究、共同事業の推進 

地域産業の発展と地域課題の解決に貢献するため、企業・自治体・研究機関等との共同研究及び共同事業

を積極的に推進し、本学の研究シーズと企業等の技術・現場ニーズを結び付けることで、環境・エネルギー、も

のづくり、DX、防災、地域振興など幅広い分野で実践的な研究開発に取り組んでいる。 

また、産学官連携を通じて、共同研究、受託研究、技術相談、人材育成事業などを展開し、地域企業の技術

力向上や新産業創出を支援しており、学生が実社会の課題に触れる機会を創出することで、地域で活躍でき

る実践的人材の育成をしている。 

３）地域と連携したリカレント教育・寄付講座の拡充 

 社会人に対するリカレント教育の一環として、履修証明プログラムを開設している。令和 7 年度は、地域の

将来を担う若手技術者の養成を目的とし、「HIT 土木工学基礎プログラム」及び「HIT 機械工学基礎プログラ

ム」の 2 つのプログラムを継続して開講した。本プログラムを通じて、地域産業を支える土木・機械分野の若

－ 本学女子学生交流会の様子 － 
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手人材の能力向上を支援している。 

また、地域産業界や自治体との連携を重視し、地域課題の解決や実践的人材育成を目的とした寄付講座・

連携講座の取り組みを実施した。カーボンニュートラル、地域防災、DX（デジタルトランスフォーメーション）な

ど、地域ニーズに即した分野の充実を図っている。 

４）留学生等の受け入れ・支援体制の構築と協定校拡大への取組み 

 「八戸工業大学外国人特定技能エンジニアプログラム」開設から２年を経過し、令和７年 10 月より新たに自

動車運送業（トラック）コースを開設した。特定技能エンジニアプログラム修了生は、この２年間で 37 名とな

り、修了生は各分野の県内外企業にて就業をしている。また、正課程への留学生志願者数増加を目指し、担

当職員による日本語学校への視察・訪問を実施した。今後さらなる留学生支援体制の構築を推進していく。    

  

－ 令和 7 年度 「外国人特定技能エンジニアプログラム」 修了式 （左：前期/右：後期） － 
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２. 八戸工業大学第一高等学校 

（１） 主な教育・研究の概要 

① スクール・ミッション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② スクール・ポリシー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建学の精神のもと 

物の道理をよく見極め 

広く知識を求め 

社会における自己の役割が如何なるものかを深く認識し 

高い倫理性をもって行動できる生徒を育成する 

そのため すべての教育活動の中心に生徒の育成を据え 生徒一人一人が主体的に 

学びに取組む特色・魅力ある教育を意図的・計画的に行う 

➢ グラデュエーション・ポリシー 

○ 志を高くし、目標に向かって切磋琢磨する力を育成します。 

○ 礼節を重んじ、自分の行動を律する力を育成します。 

○ 困難を乗り越え、変化の激しい時代を生き抜く力を育成します。 

普通科：自ら学び自らを高めるための自学力、主体的に考えて動くための考動力、目標

達成のためにお互いに協力して課題に取り組む協働力を育成します。 

工業科：ものづくりをとおして専門的な技術と課題解決能力を育て、環境問題や 

安全意識の高揚を図り望ましい職業観や勤労観を育成します。 

➢ カリキュラム・ポリシー 

普通科：特別進学コース、スポーツ進学コース、総合コース、公務員コースを設置し、探

究学習や地域学習を行います。併せてＩＣＴを活用した教育活動を展開します。 

工業科：情報コース、電気コース、機械コース、建設コースを設置し、伝統とテクノロジー

を融合させた学習を地域企業と連携して行います。併せて系列 

大学と連携した取り組みを展開します。 

➢ アドミッション・ポリシー 

○ 学習や部活動に意欲的に取り組む生徒を求めます。 

○ 科学の進歩に興味を持ち新たな知識の発見と技術の開発を目指す生徒を求めます。 

○ 地域産業の担い手を目指す生徒を求めます。 
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（２） 中期的な計画及び事業計画の進捗・達成状況 

① 中期目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 令和７年度 事業計画の進捗・達成状況 

「入りたい学校、入ってよかった学校」を目指し 

１）個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実 

・ 普通科の総合的な探究の時間では、探究学習シートを活用し、毎時間自己評価し、他の生徒の成果も客

観的に評価した。学年毎にテーマや手法を変え、より深い探究活動に取り組んだ。３学年合同の発表会を

企画し、１・２学年が見学して次年度の取り組みにつなげた。 

・ 教育プログラム実施後、学習レポートの作成や BLEND での評価・感想を課し、学習内容を振り返るとと

もに次の目標を明確にすることを促した。 

・ オンライン学習支援アプリ「スタディサプリ」「スタさプ English」を活用し、各教科の動画学習や模擬試験

の事前学習に取り組んだ。 

・ 各行事の活動状況や部活動の結果を記録する「キャリアパスポート」を活用した。 

・ 八戸工業大学の科目等履修生（高大連携履修生）として、２年次に八戸工業大学でカーボンニュートラル

入門の単位を取得した３年生４人が、八戸市環境政策課と連携・協働し、八戸小学校の児童に対し環境学

習会の講師を務めた。 

２）高大連携及び企業・地域活性化ＮＰＯ法人との連携による高度な専門教育の実現 

・ 令和７年度は、八戸工業大学科目等履修生（高大連携履修生）として、19 名が「カーボンニュートラル入門」

を受講し１8 名が単位認定された。 

・ 八戸工業大学入学前数学講座と称し、大学に内部進学する３6 名を対象に、大学の教授が来校し数学の

授業を１０コマ行い、生徒の基礎学力向上につなげた。 

A. 新学習指導要領に基づく「主体的・対話的で深い学び」の実践と推進 

B. 部活動を通じた人間教育の推進 

C. 教育相談体制の充実 

D. 志願者数・入学者数増を目指す募集・広報戦略の推進 

E. 地域貢献活動の継続と推進 

F. ICT 活用・推進への積極的な施設・設備投資と安心安全な環境整備 

G. 教職員の人材育成・教育力向上 
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・ ３年工業科電気コースが八戸工業大学電気電子通信工学コースの協力を得て、実習と課題研究を行った。 

・ ２年工業科 143 名が地域企業 33 社の協力を得て、３日間の日程で就業体験を行った。 

・ 高校生ものづくりコンテスト青森県大会「電気工事部門」「旋盤加工部門」「測量部門」に出場した。 

・ 「高校生による地元企業魅力発見体験事業(チャーム∞)」に２年普通科の生徒が参加し、その成果を発表

した。さらに地域活性化教育支援ネットワーク(REN)が主催する「元気な八戸づくり若者シンポジウム」に

て、「チャーム∞に参加して見えてきた八戸の未来」と題し発表を行った。 

・ 青森県自動車教育振興財団から講師を招き、工業科機械コースを対象に自動車整備基礎講座を実施した。 

・ 普通科生に対し、他校にない多彩なプログラムを企画した。八戸東消防署員による講話、八戸税務署員に

よる講話、八戸警察署・八戸海上保安部・八戸消防本部・企業等での現地学習、外部講師による英語特別

講座とスポーツ科学講座、その他様々な取り組みを行った。 

・ 八戸西ロータリークラブ奉仕プロジェクト委員長を講師に招き、普通科 2 学年総合コースを対象に、認知

症理解に関する学習を行った。受講した生徒は八戸市から認知症サポーターに認定された。 

３）資格試験、検定試験、国家試験の受験率・合格率の向上 

・ 令和７年度も引き続き、全国工業高等学校長協会ジュニアマイスター顕彰制度の区分表４点以上となる試

験を受験する生徒に対し、受験料の半額を補助し、受験者の負担を軽減した。 

・ 生徒及び保護者に各種資格検定一覧を配布し啓発した。 

・ 特に第二種電気工事士試験合格者が大幅に増加した。 

４）ＩＣＴを活用した教育ＤＸの推進 

・ オンライン学習支援アプリ「スタディサプリ」を全校生徒に、「スタサプ English」を普通科生に活用させた。 

・ 生徒用校内ＬＡＮ（アクセスポイント１３か所）を運用し、全教室がＷｉＦｉ環境の下、多くの授業で端末を活用

した授業が浸透している。全教室に配置している大型ディスプレイも有効活用している。 
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５）多様な生徒・ニーズへ配慮した部活動の推進 

・ 部活動加入率は２月１８日時点で、１学年 97.2％、２学年 94.7％、３学年 95.4％であった。 

・ 県高校総体では男子団体優勝が 6 種目（水泳、ボクシング、ウエイトリフティング、レスリング、クライミング、

自転車競技）、女子団体優勝が１種目（ソフトテニス）となり、男子は総合優勝を逃したものの、2 年連続１6

回目の総合準優勝であった。 

・ 世界大会には、生徒２名が出場した。世界ジュニア水泳選手権に１学年女子が出場し３位となった。アイス

ホッケー女子 U18 世界選手権に１年学年女子が出場し２位となった。 

・ 全国選抜、インターハイ、国スポ等に、延べ 210 名の生徒が出場した。 

・ ｅスポーツ部は各種大会に積極的に参加し、上位入賞を狙える選手も増えてきている。 

・ 八戸ショッピングセンターラピアで毎年恒例の文化部展示会「三部展＋１」を開催した。 

・ 八戸三社大祭と八戸えんぶりのお祭りボランティアとして、部活動顧問の引率の下多くの生徒が参加した。 

・ クリーン白銀と称し、年間２回学校周辺の清掃活動を行った。また、降雪の度、部活動生が学校周辺を含

めた除雪活動を行った。 

・ ガールズスポーツ愛好会では外部コーチの指導の下、校内外での発表の機会を増やした。 

・ 大型バス３台、マイクロバス３台、ワゴン車１台を所有し、各練習場所への移動や県内外遠征に使用した。 

６）志願者数・入学者数の増加を目指した広報・募集活動の強化 

・ 部活動体験見学会を８月９日（土）と９月２７日（土）の２回実施し、多くの中学３年生が参加した。 

・ 体験入学を８月２３日（土）～２４日（日）の２日間で実施し、中学３年生・約 400 名が参加した。体験後のア

ンケート調査から、充実した内容だったことがうかがえる。 

・ 中学校教員を対象とした入試説明会を 2 か所で実施した。分かりやすい説明だったという感想をいただいた。 

・ 趣向を凝らした学校案内・ポスターを制作した。オリジナルカレンダーも制作し配付した。 

・ 学校行事の様子を頻繁にホームページに掲載し、学校の出来事を公開した。 
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７）気候変動に対応した冷暖房設備を整え安心安全な学習環境を構築 

・ 暖房機の稼働は１１月から３月とし、設定温度２２℃で使用した。 

・ エアコンを２教室に追加設置した。また、OB からの寄付によりレスリング場にも設置した。エアコンの稼働

は６月下旬から９月上旬とし、設定温度２７℃で使用した。 

・ 第３校舎男女トイレの改修工事を行い、快適に利用できるようになった。 

・ 施設設備、車両の安全点検を随時行った。 

・ 熱中症対策、部活動中の事故対応、クマ出没対応など、危機管理マニュアルを改訂し、教職員に周知した。 

８）校務支援システムを活用した校務ＤＸの推進 

・ 校務管理システムＢＬＥＮＤの活用を拡大し、教職員間・教員生徒間・教員保護者間における連絡、欠席連

絡、入試のＷｅｂ出願に加え、出席簿管理、成績処理、指導要録作成、調査書作成、証明書発行、学校日

誌をＢＬＥＮＤで運用開始した。 

９）多様な生徒一人ひとりに応じた柔軟な指導・支援 

・ 様々な事情を抱えた多様な生徒を受け持つクラス担任は、本人や保護者との面談、養護教諭やスクールカ

ウンセラーに協力を仰ぐなど、生徒に寄り添う指導・支援を行った。 

・ 令和７年度卒業生 216 名の進路は、進学 58％、就職 40％であった。詳細は、国公立大２名、私立大８１

名、私立短大３名、医療系専門学校１３名、各種専修学校２６名、県内就職３０名、県外就職３１名、縁故就

職６名、官公庁３名、自衛隊１６名、進学待機等５名であった。 

・ 就職指導において、求人票を整理し、生徒自ら企業を比較検討できるように工夫した。 

・ 各学期、全生徒に努力実践目標を記入させ指導に活用した。記入後は、校長が目を通し所見を記入し、３

年生全員と面談も行った。 

・ 管理職と分掌長が中心となり、登校時挨拶運動・交通安全指導を毎日行った。 

・ 各学期に１回、いじめ調査アンケートを全校生徒、全保護者に対して実施した。３学期のアンケートには、教

員によるハラスメントや体罰の有無を問う項目も設けた。 

・ 1学年を対象に、苫米地レディースクリニック理事長

を招き、「高校生らしい生活を送るための性教育講

座」を実施した。 

・ 全女子生徒を対象に、マナー等を考えるきっかけと

なることを目的とした研修会を３回実施した。 

・ 心の教室と称し、映画「１８歳のおとなたち」を全員で

鑑賞した。 

・ 三八五オートスクールから講師を招き、「快適な高校生活～自転車の安全な乗り方～」と題し、交通安全教

室を行った。 

・ 志学寮の舎監は、教員が一日交替のローテーションで行い、一年中寮生をサポートした。  
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３. 八戸工業大学第二高等学校 

（１） 主な教育・研究の概要 

① スクール・ミッション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② スクール・ポリシー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建学の精神のもと 

物の道理をよく見極め 

広く知識を求め 

社会における自己の役割が如何なるものかを深く認識し 

高い倫理性をもって行動できる生徒を育成する 

そのため すべての教育活動の中心に生徒の育成を据え 生徒一人一人が主体的に 

学びに取組む特色・魅力ある教育を意図的・計画的に行う 

➢ グラデュエーション・ポリシー 

【全日制】 

○ 新しい世界に踏み出し、自ら学び続ける生徒を育てます。 

○ よりよい社会の創造のために、豊かな人間性を持つ生徒を育てます。 

○ 自他の価値を認め合い、多様な人々と共に行動することができる生徒を育てます。 

【通信制】 

○ 二高通信制での活動を、自分の自信につなげ、未来に向き合おうとする生徒を 

育てます。 

○ 未来を思い描き、その実現に向けて、学びに取り組み、経験を積み重ねる生徒を 

育てます。 

○ 自分を理解し、自分の言葉と行動により、まわりとの関係を築こうとする生徒を 

育てます。 

○ 多様な考えがあることを認め、まわりを大切にし、共に行動しようとする生徒を 

育てます。 

➢ カリキュラム・ポリシー 

【全日制】 

○ コースの特色を活かして、生徒の興味・関心を引き起こすキャリア教育を行います。 

○ 総合的な探究の時間を主軸に、様々な社会課題の解決に向けた探究活動に取り組み 

ます。 

○ ＮＩＫＯプログラム（国際交流、ボランティア活動、体験学習、SDGｓの達成に 

向けた取り組み）、生徒会活動、部活動への参加を推奨します。 

○ 中学校・高等学校・大学（中等・高等教育システム）を有する本学校法人をはじめ、 

地域社会と連携した取り組みを推進します。 
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（２） 中期的な計画及び事業計画の進捗・達成状況 

① 中期目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 令和７年度 事業計画の進捗・達成状況 

１）観点別評価を指導・学習改善につなげる仕組みの研究 

ア  授業改善の継続実施 

年間２回の授業公開、教員同士で授業を見学し合う互見授

業、生徒からの授業アンケート結果を通して、他者からの意見を

踏まえ、自身の授業での指導改善を図る機会となった。 

 

A. 教育目標達成を目指した教育力向上 

B. 生徒や保護者の満足度向上を第一とした生徒支援 

C. 課題発見・課題解決型の募集・広報活動への転換 

D. 地域社会におけるブランド価値向上 

E. 募集・広報活動を含めた教育環境整備 

【通信制】 

○ 未来の姿を思い描けるように、進路についての適性や理解を深めるためのキャリア教育

を行います。 

○ 「基礎的な学び」「進路に応じた学び」「興味関心が持てる学び」に対応できる教育課程を

準備します。 

○ 丁寧な面接指導・添削指導を行い、単位修得や卒業への意欲を持ち続けることが 

できる教育を行います。 

○ コミュニケーション力の育成や集団活動については、一人一人が無理のない範囲で体験

できる校外学習などの機会を準備し、「自分を表現する、他者を理解する、他者と行動す

る」ことを促します。 

➢ アドミッション・ポリシー 

【全日制】 

○ 自分の夢や希望に向けて、意欲をもって学校生活に取り組む生徒を求めます。 

○ 本校の教育内容やコースの特色について理解し、入学後も自ら進んで様々な学習活動

に励み、自己の成長を目指す生徒を求めます。 

○ 謙虚に学ぶ心と他者への思いやりをもった生徒を求めます。 

【通信制】 

○ 未来を向き、学習や生活の課題に取り組むために、通信制での学びを志す生徒 

○ 通信制の学習のしくみをよく理解し、学びに対して自ら積極的に取り組む生徒 

○ 学びの場において、ルールを守り、まわりの人を尊重することができる生徒 

○ 安心、安全をこころがけ、自立への学びと体験を積み重ねることをめざす生徒 
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イ  年間の評価計画・シラバス・授業実施記録簿の点検およびルーブリックの作成 

今年度も評価方法と評価基準について、同一類型ごとに年間の評価計画を作成した。シラバスについて

は、評価方法、評価規準を盛り込み、内容を充実させることができた。授業実施記録簿も学期末・年度末に

点検し、状況を振り返ることができた。また、パフォーマンス課題についてのルーブリック作成を進め、学習

評価の土台づくりを進めることができた。 

２）充実した教育を受けられる生徒支援の実施 

ア  教育環境の整備と校内業務の効率化 

教員一人一人の業務負担の軽減を狙いとして、校務支援ソフトＢＬＥＮＤの導入二年目ということで、生

徒・保護者・教職員とも操作方法にも慣れ、一年目以上に業務の負担を軽減できたと考える。またＷＥＢ出

願も導入２年目であり、出願期間・入力項目など昨年度あがった問題点・留意点を反映させることができ

た。 

イ  ICT 活用による教育の推進 

本校５０周年記念事業の一つとして、無線ネットワークの高速化に向け、設備が整えられた。これにより、

生徒一人一台の端末所持での授業などが展開できる下地になると考えられる。さらに生徒個別の最適な学

びや生徒の学習理解度把握に効果的な授業展開が可能となる。 

ウ  アドバンスルーム制度の整備 

本校では様々な事情により「教室で授業を受けることはできないが、勉強はしたい」という生徒に対して、

教室以外の場所（アドバンスルーム）での学習を認める制度を設けている。アドバンスルームでの学習は自

学自習の形となるが、教科担当から出される課題に取り組み、質問したりすることできる。令和６年度からは

教科担当の他に、全教員にアドバンスルーム監督を割り当て、全校体制でアドバンス生を支援する体制を

整えた。令和７年度は監督業務をさらに充実させることができた。  

 

 

 

 

 

 

 

エ  通信制の課程における支援 

・ 面接指導・添削指導 

面接指導のための登校日数を週に１日とする時間割が定着し、面接指導の内容を報告課題の作成と連

動させる取組みにより、５３名の生徒のうち、ほとんどの生徒が年度はじめに登録した単位を修得すること

ができた。 

・ 自分を振り返り目標をつくるキャリア教育の推進 

同じ年次の生徒でも、自己理解や社会への関心、協働性や責任感の育成を図る段階の生徒から、進路

意識を明確化、社会人の基礎力の育成を図る生徒まで、指導内容が多岐にわたる。そのため個別指導が

中心となり、クラス全体でのキャリア教育を統一した内容で深めることが難しかった。 
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・ 安心して相談できるカウンセリング体制の整備 

週に１度カウンセラーが職員室に常駐し、生徒・保護者からの相談に時間をおかず対応できるようにして

いる。また、教員は普段からの声掛け・丁寧な対応を心がけており、「安心して相談できる」雰囲気づくりに

努めている。そのため、生徒・保護者から様々な相談が寄せられている。 

３）“生きる力”を育む「地域 ESD 活動」及び「NIKO プログラム」の深化 

  ～ ユネスコスクール認定を経て次のステップへ ～ 

ア  ユネスコスクールとしての実践 

令和 7 年 4 月 3 日にユネスコスクールに認定。ＳＤＧｓ達成のた

めの活動、ＥＳＤを進めている。ＵＮＩＣＥＦの活動の一環としての世

界寺子屋運動、三陸海岸から採取したマイクロプラスチックの研

究、子ども食堂の実施、文化際でフェアトレード商品（フィリピン・ス

リランカ）の販売、ウミネコ研究、ユネスコスクール地方連絡協議会・

地方セミナーＩＮ東北でのポスター発表など。また、青森県ユネスコ

スクール連絡協議会主催のサマーエクスチェンジに参加した。 

【ウミネコ研究活動】 

 

 

 

 

 

  【子ども食堂の実施】              【ユネスコ地方セミナーIN 東北での発表】 

イ  「総合的な探究の時間」の評価方法の工夫改善 

年間計画に基づく授業実施記録簿を導入して、担当者が探究 4 つのプロセス(課題設定・情報収集・整

理分析・まとめ表現)を意識しやすくした。また、これを踏まえて来年度は評価ルーブリックを用いた評価を

実施する。 

ウ  教科横断学習実践に関する研究の継続 

WWL の連携校として、「全国高校生フォーラム」(文部科学省主催)、「みらい東北高校生国際サミット」に

参加。継続的に複数の教科視点に基づく学習活動をサポートしている。また、WWL 活動を通して形成され

た東北各県の高校とのネットワークは維持され、来年度から「みらいユースプロジェクト」として新たなスター

トを切ることとなった。 

 

 

 

 

 

 

                          

    【全国高校生フォーラム】         【みらい東北高校生国際サミット】 
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４）志願者数及び入学者数の増加を目指した募集・広報活動の強化継続 

ア  募集体制の見直し 

募集体制を見直して、より集客のあるものにした。６月より部活動体験会（男女バスケットボール部、女子

サッカー部、野球部）を実施。７月の体験入学は、昨年並みの応募状況（1081 名）を維持している。保護者

の参加は着実に増加しており、関心の高さが窺える。附属中学校との合同開催で中高一貫校の印象を強め

られたと感じている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ  デジタル戦術の導入 

年度当初 HP やインスタグラムの強化を目標とし、インスタグラムに関しては各部活動のインスタグラムと

連携したことは効果的であった。学校行事を中心として、生徒の校内外での活躍がリアルタイムで感じられ

るように適切なタイミングで挙げられるような工夫をしていきたい。 

 

   

     体育祭の様子             高校総体壮行式の様子  ともに kodai2_official Instagram より 
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４. 八戸工業大学第二高等学校附属中学校 

（１） 主な教育・研究の概要 

① 教育方針 

中学校・高等学校の６年間の進学重視型一貫教育を行います。さまざまな教育プログラムを通して、たくま

しい心と創造性にあふれ、ものごとを理解する力、互いに協力していく心と態度を育て、地球社会の未来に貢

献する地域や日本のリーダーとなる人材を育てます。そのために、サイエンス・テクノロジー教育・グローバル

教育・ヒューマン教育を推進します。 

・ サイエンス・テクノロジー教育 〔科学を探究する心〕 

 実験・観察・検証などの体験的学習を通して、思考力・判断力・表現力を育てます。また、科学を応用する力

を身に着け、ものづくりの楽しさを発見します。 

・ グローバル教育 〔世界とつながる心〕 

 世界とつながるコミュニケーション能力を身につけるとともに、異文化を理解し、広い視野で日本を意識で

きる人間を育てます。また、グローバルな視点で、サスティナブルな社会づくりができる人材を育てます。 

・ ヒューマン教育 〔人を想いやる心〕 

 人を思いやる気持ちや、何事にも感動できる気持ちを育てます。そして、チームワークを持って、積極的に社

会貢献できる人材を育成します。 

（２） 中期的な計画及び事業計画の進捗・達成状況 

① 中期目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 令和７年度 事業計画の進捗・達成状況 

１）特色ある教育活動の推進 

ア  進路意識を高める校外学習や各種研修旅行の工夫 

・ 東京研修旅行：ＪＡＸＡや国立科学博物館、グローバルゲートウェイでの英語研修、東大駒場リサーチキャン

パス等に参加し、最先端の研究や留学の疑似体験等を通して、将来の進路について考え、研

修する機会とした。 

・ 国内研修旅行：神戸・徳島地域を研修エリアとして、防災・減災・復興研修のまとめとＳＰＲＩＮＧ８の見学や

研究者から授業、姫路城、大塚美術館、明石大橋、鳴門の渦潮等の見学を通して、本物の

持つ魅力に触れるとともに将来の仕事等を考えるきっかけとした。 

・ 校外学習②：中３年生が、進路研究の一環に、興味ある仕事や研究を取材する計画を立て、実際のそれ

ぞれの場所に行って現場の方々に取材する経験を通して、自分の進路方向を考えることに

活かした。 

F. 教育目標達成を目指した教育力向上 

G. 生徒や保護者の満足度向上を第一とした生徒支援 

H. 課題発見・課題解決型の募集・広報活動への転換 

I. 地域社会におけるブランド価値向上 

J. 募集・広報活動を含めた教育環境整備 
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イ  個人差及び先取り学習に対応した学習計画や学習機会の工夫 

・ 習熟度の個人差については、放課後学習や考査後学習で対応した。また、個別指導の必要な生徒には、休

み時間や放課後等に指導した。 

・ 中３年生は、先取りしている内容について、高校の放課後講座や選択講座に希望者が参加して学ぶことが

出来た。 

ウ  一貫コース中高の交流会、学習合宿・学習会、研修会等の実施 

一貫コース中高の交流会として、種差海岸への徒歩遠足や炊事活動を実施することが出来た。ただし、

学習合宿や研修会は参加することが出来なかったが、次年度に計画的に実施したい。また、次年度春には、

一貫コース中高１泊二日の合同合宿を計画し、新１年生のオリエンテーションや交流を目的に、実施を目指

したい。 

エ  豊かな経験をはぐくむ学校外活動への積極的な参加の勧め 

高校生が参加するボランティア活動や探究活動への参加を勧めた結果、多くの中学生が高校生と活動を

共に、貴重な経験をすることが出来た。特に、活動前の事前学習や活動中の熱心な態度、活動のまとめ等、

高校生の真剣な姿から多くのことを学んだことが、振り返りの文章等から把握できた。 

２）生徒指導・教育相談、学習相談の充実 

ア  「校風」（礼儀・礼節）を日々意識した実践と規範意識や愛校心の醸成 

毎日の挨拶の実践と振り返り、校外研修の場での挨拶の意識を高めての取り組み、高校生と一緒に行事

を作ることでの「愛校心」の醸成では、生徒の変容した姿が多く見られたことにより、成果が認められた。 

イ  生徒理解を基盤とした学級・学年経営と教育相談・学習相談の定期的な実施 

学級担任及び専属教員による教育相談・学習相談は、定期的に実施することが出来た。また、その内容等

について、専属教員及び教科担当教員間で共有し、学校生活及び授業場面で配慮したり励ましたりするこ

とが出来た。 

ウ  生徒の自主性や計画性を育成する行事や特別活動の推進 

行事及び研修活動は、全て生徒の自主性や計画性を育成する機会として、指導を継続してきたことによ

り、取り組みへの意欲や態度、計画する力等に確かな変容が見られた。 

３）PR の手立てを工夫する生徒募集活動 

ア  本校の特色や魅力に触れる募集活動の展開 （科学的な講座や受検学習会、各種活動の体験教室等） 

新たな取り組みとして部活動体験会、受検講習会を実施したが、予想よりも多くの児童が参加した。ま

た、高校生の丁寧で優しい指導にも安心した児童・保護者が多く、受験者数の増加にも繋がった。また、継

続しているプログラミング講座にも、興味ある児童が意欲をもって参加していた。 

イ  生徒の活躍（実績）や教育奨学生制度を前面に出す広報活動の強化 

生徒の活躍と卒業生の進学実績には、関心を高める保護者も多く、広報活動の強化につながった。また、

教育奨学生制度は、候補となった児童の８～９割が入学したことにより、効果は確認できた。次年度も継続

していきたい。 

ウ  本校の特色ある教育への理解を深めるための教育活動見学会の実施 

教育活動見学会や校舎見学には、多くの保護者・児童の関心は高く、今後も継続していきたい。そのため 

にも、生徒の意識を高め、授業に集中する態度の育成と環境の美化・整備等に継続して力を入れていきたい。 
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５. さくら幼稚園 

（１） 主な教育・研究の概要 

① 教育目的 

 

 

 

② 教育目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 長期ビジョン 

 

 

 

 

 

（２） 中期的な計画及び事業計画の進捗・達成状況 

① 中期目標 

 

② 令和７年度 事業計画の進捗・達成状況 

１）魅力ある教育の開発、充実したカリキュラムの整備の推進 
ア  基本的生活習慣に関する指導の徹底 

基本的生活習慣（食事、排泄、衣服の着脱など）の確立を目指し、園児一人一人の発達段階に応じて、指

導を行った。一人でできるようになるまでスモールステップで行うことにより、園児に自信をもたせるとともに、

保護者に適宜報告することによって、家庭との連携を図りながら指導する体制を整備した。 

イ  絵本や紙芝居を活用した豊かな心を育む情操教育の推進 

情操教育の一環として絵本の読み聞かせや絵本の貸し出し（週１回）を継続実施した。子どもの家庭での

余暇活動が乳幼児期からデジタルメディアに偏りつつある状況への１つの対策として、積極的に取り組むと

ともに、保護者への発信を行った。 

A. 一人一人に合った指導と援助を心掛け、園での様子を発信しながら保護者理解を深める 

B. 園の特色や魅力、教育内容をより多くの人に周知し、保護者に選ばれる園を目指す 

C. 安心・安全な教育活動を可能とするため、教育環境整備を徹底し、発展・向上を目指す 

特色ある教育をもって幼児を保育し、幼児の健やかな成長のために 

適切な環境を与えて、その心身の発達の助長をする 

➢ 「丈夫な子ども」 

健康で安全な生活をするために必要な態度や習慣を身につける 

➢ 「心豊かな子ども」 

人々と親しみ支え合って生活することができるようになるために、身近な人々に愛情

を注ぐことや信頼するという経験を通して、自主・自立と共同の態度 

及び道徳性の芽を育てる 

➢ 「意欲のある子ども」 

身近な自然現象や言葉・数量などへの興味・関心を育て、様々な活動に意欲的に 

参加し、集中して取り組む 

➢ 「従来から大切にしてきた基盤となる教育の継続とさらなる推進」 

（基盤となる教育･･･就学前に身に付けたい生活習慣・態度・知識） 

➢ 「保護者のニーズに合わせた保育（預かり）の拡充」 
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ウ  支援が必要な子の理解とケース会議の実施 

特別な配慮を要する園児について、個別の指導計画を作成し、園内でケース会議を実施したほか、療育

施設や相談機関、医療機関などとの連携（療育見学、情報交換、情報提供、担当者会議など）を密にし、全

教職員が共通理解しながら指導にあたるよう配慮した。 

エ  グループ校との連携による教育活動の充実 

さくら幼稚園の特色ある教育の一つとして、グループ校との連携による教育活動の充実を図っている。令

和７年度も、八戸工業大学、第一高校及び第二高校から、行事の活動内容企画、当日の手伝いなど、多岐

にわたり多くの職員と学生・生徒たちに援助いただいた。 

① 八戸工業大学 

【遠足】…紙コップあそび、バルーン体験、音の反響実験 

遠足では、八戸工業大学を訪問し、メディアセンターにて大学教員と学生が企画・準備したイベントを実

施した。紙コップを積み重ねたり、並べたりして楽しむ紙コップ遊びでは、学生が優しく声を掛けながら一緒

に取り組んでくれたことにより、崩れても諦めず、何度も挑戦する子どもたちの姿が印象的だった。大きなシ

ートを使ったバルーン体験では、シートの中に隠れたり、中に空気を含ませたりする体験により、笑顔の子ど

もたちが多くみられた。予め、シートの持ち方やふざけると怪我してしまうことなど、園児へのわかりやすい

説明があり、怪我なく楽しい体験となった。また、年長児は特別に音の響きや反響の実験を経験するなど、

これら大学と連携した体験の場を園児に提供した。 

 

 

 

  

 

 

 

 

【運動会】…大学生による競技・用具準備等の運営サポート 

運動会では、八戸工業大学の学生による運動会当日の運営サポートがあった。競技で使用する用具の

運搬や設置、競技中のピストルの合図、運動会後の後片付けといった学生の協力により、園児保護者から

は、子どもの競技を落ち着いてみたり、応援したりできると感謝されている。 
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【なかよし祭】…アスレチック、大型迷路 

なかよし祭では、感性デザイン学科の学生による「単管を使ったアスレチック」と「段ボールで作られた大

型迷路」を子どもたちの遊びの場として設置した。迷路の途中にはボールプールや、スズランテープで作ら

れたカーテンなど、子どもが楽しめる工夫が施してあり、園児は繰り返し楽しみ歓声を上げていた。 

 

 

 

 

 

 

 

【しまもり SDGs プロジェクト】…さつまいも植え（年中）、掘り（年中・少） 

八戸工業大学が実施する「しまもり SDGs プロジェクト」に参加し、春に年中組がさつまいもの苗を植え、

秋には年中組と年少組で収穫を体験した。秋の収穫時には、大きなさつまいもを見つけ歓声をあげながら

次々と掘り進めていた。時々、現れるカエルや虫に驚いたり、喜んだりしながら自然の中での活動を満喫し

た。収穫したさつまいもは、数日間冷暗所で保管すると美味しく食べられることも教えてもらい学びの多い

一日だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 第一高校 

【職場体験】 

第一高校の生徒 3 名がさくら幼稚園にて職場体験を行った。

緊張しながらも園児の様子をよく観察し、声がけやきっかけ作り

の工夫をしながら、触れ合っていた。また、体を使って思いっきり

遊び、園児たちはとても喜んでいた。なかよし祭の準備期間中で

あったこともあり、イベント準備のサポート含め園の運営に大い

に貢献していただいた。 

 

③ 第二高校 

【英語教室】 

第二高校英語教諭および ALT が月に一度来園し、年長組を対象に

英語教室を開催している。英語で歌を歌ったり、自己紹介をしたり、ゲー

ムをしたりして、楽しみながら英語を覚えられる良い機会となっている。 
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【絵本読み聞かせ】 

第二高校の生徒による絵本の読み聞かせを実施した。生徒が考え選んだ、幼児に合った絵本を読み聞か

せすることで、毎日の教員による読み聞かせとは異なる新鮮さが生まれ、園児は集中して聞き入っていた。 

２）募集・広報の工夫 

ア  未就園児教室の広報方法の検討、周知 

未就園児教室は、年７回実施し、延べ２４名、実人数１７名の参加があり、１２名の入園者につながった。 

また、園児募集や未就園児体験教室に関するポスターやチラシを近隣の店舗などに配布し、特にスーパ

ーなどへのチラシ配布は、何度も補充するなど配布の効果が見られた。 

令和７年度は、新たにインスタグラムを開設し、普段の教育の様子だけではなく、未就園児教室の様子も

更新し、閲覧数を徐々に伸ばしている。 

イ  ホームページの充実のための具体的方策の検討 

ホームページの問い合わせフォームからの見学申し込みが多数あった。未就園児教室や見学・体験につ

ながり、入園児の獲得に有効であった。 

３）職場の人間関係を支える体制づくり 

ア  主体的に取り組む園務分掌 

園務分掌に関して内容の整理と係の精選等を行った。各係に主任を置き、役割分担を明確にした。また、

各行事の計画立案、指導、反省を職員に割り振ったことで、職員のアイディアや意見が園の運営に反映され

やすくなり、職員が意欲的に取り組む姿勢が見られた。 

イ  対話的な会議や研修方法の実践 

園内研修は、変更になった内容があったものの、研修を通じて、個々の保育観を振り返ったり、職員間で

意見交換を行ったりすることで、連携を深めることができた。 

４）教育活動の充実のための教育環境整備 

ア  安心・安全な教育環境の整備と職員のリスク管理への意識の醸成 

毎朝の園庭遊具の点検、職員による年 3 回の園内外の安全点検を実施し、園児が安全に活動できる環

境づくりに努めた。修繕が必要な個所は、法人事務局と連携し迅速に対応している。また、職員による点検

の実施は、日常のリスク管理意識の高揚にも繋がっている。 

加えて、ホール屋根の修理、ドアストッパーの設置、廊下の塗装、園庭の芝生手入れ、藤の木の剪定、園

庭遊具の修理、居室の壁や天井の修繕などを行った。 

イ  「子育てに関する情報」の提供（園だより、保護者会での講演等） 

園だよりを発行し日々の子育てに関する情報を提供した。また、保護者研修会では、性教育やデジタルメ

ディア等最新の情報を取り上げた。研修会と併せて、保護者へデジタルメディアの使い方についてアンケー

トを実施し、個別に対応策を提言するなど、情報提供に積極的に取り組んだ。 

ウ  「子育て相談室」の開設 

保護者の気持ちに寄り添い、支え相談し合うことのできる体制整備を目的とし、「さくら子育て相談室」を

開室した。特別な支援を要する子の就学支援に限らず、育児に悩んでいる保護者の受け皿として機能しつ

つある。  
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６. 法人全体 

（１） 中期的な計画及び事業計画の進捗・達成状況 

① 中期目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 令和７年度 事業計画の進捗・達成状況 

１） 安定的、継続的運営に資する財政基盤の構築 

ア  予算編成方針及び予算管理方法の見直し 

適切な予算執行・支出予算管理を目指すために、法人全体の財政状況の透明性を図り、予測困難な時

代にも柔軟かつ迅速に対応できる法人全体の財政運営と安定性・継続性の高い財政基盤を構築する。経

常収支差額のプラスを目指し、収入の増及び経常的経費の削減等支出の減を図る。また、大学では各担当

者が随時予算執行データの残高、執行内容を確認できるようにしている。 

イ  積極的な補助金申請・採択率向上に向けた体制の見直し 

 令和 6 年度に実施した事務組織改編（法人事務局と大学事務組織の一体化）に伴う補助金申請事務分

担の見直しにより、八戸工業大学においては、よりスムーズで有効かつ適切な補助金申請を可能とする体

制を整備した。具体的には、重点的項目となる補助金メニューの整理、申請の要点等情報共有、担当部局

の明確化などを行った。今後は、令和 7 年度の取組みを継続し、重点的項目や課題の整理を行い補助金

交付金額の増額につなげる。 

ウ  資産運用方針に基づく資産運用の点検と実施 

令和 7 年度資産運用方針のもと、将来の資金需要に対応するための資産形成に向けた投資とすること、

また運用に当たってはリスク軽減のために、資産及び時間の分散投資を図った。資産運用に当たっては、普

通預金を原資に債権、投資信託などで資産運用を実施した。 

２） 機能性・効率性向上を目指した組織運営とガバナンス体制の構築 

ア 組織改編への対応と運営業務の基盤構築 

機能性・効率性向上を目指した組織運営の基盤強化を図るため、令和 6 年度に実施した法人事務局と

大学事務組織の一体化による組織改編を踏まえ、円滑な運営体制の構築に取り組んだ。具体的には、総務

部長主導による連絡調整会議等を通じ、組織内の情報共有及び意思疎通の強化を図り、改編後の業務運

営の安定化を進めた。 

イ 教学計画に基づく中期的な視野による教員採用・適正配置 

昨年度に引き続き、各学校長からのヒアリング及び高校の公開授業に役員及び法人事務局職員が参加

し状況を把握した。 

 

 

A. 教育目標達成を目指した教育力向上 

B. 生徒や保護者の満足度向上を第一とした生徒支援 

C. 課題発見・課題解決型の募集・広報活動への転換 

D. 地域社会におけるブランド価値向上 

E. 募集・広報活動を含めた教育環境整備 
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ウ 人材育成・評価制度の実用化に向けた検討の継続 

令和 7 年度の実施は試行期間を含めて 7 期目の評価期間である。課題である処遇への反映について

は、評価結果と併せ、その他評価結果以外の勤務状況等を勘案した学校長の総合的な意見を踏まえた処

遇反映を令和３年度より実施しているが、制度目的の定着や、制度の仕組みを活用して自他の能力開発に

つなげる意識などの組織風土を醸成し、組織目標を達成していく為に、より効果的な方法を引き続き検討す

る。 

エ 運営基盤強化を目指した各種規程の点検と整備 

※ 「Ⅳ．学校法人の業務の適正を確保するための体制（内部統制システム）の整備及び運用状況の概要」

に内容を記載 

３） 教育力・研究力向上を目指した環境整備 

ア 遊休資産の有効性・将来性の検討 

イ 大学・高校・幼稚園における校舎耐震化検討 

主として利用している設置校において遊休資産の有効活用を検討しているが、未だ活用方法を模索して

いる遊休資産は多い。令和 7 年度は「八戸工業大学キャンパス整備基本計画」の検討と併せて、耐震診断

未実施であった、大学３号館、６号館、７号館及び各棟に接続する渡り廊下（いずれも旧耐震診断判定基準

にて建築）の耐震診断を実施した。いずれも耐震診断新基準を満たしたことから、今後、一部付帯設備や耐

震補強未実施の建物について順次耐震補強工事を実施する計画とし、令和 8 年度中に八戸工業大学校舎

耐震化計画の改定を行う。 

高校・幼稚園における校舎耐震化については、園児・生徒の安全を守るために重要であると認識している

中で、建物の老朽化も逼迫していることから、教育に支障が出ないための修繕対応を優先し実施した。 

ウ 運動施設改修等の教育環境整備の充実 

選手が安全かつ快適に競技できる環境を整備するため、学校

法人八戸工業大学サッカー場の改修工事に着手した。改修工事

は令和 8 年度 4 月下旬に完了予定であり、人工芝敷設、照明設

備等の整備を行うものである。リニューアルしたサッカー場は、各

設置校の教育・研究、課外活動の充実に加え、地域スポーツ振興

の新たな拠点となることを目指した運用を行う計画である。 

エ 園児・生徒・学生の学校生活に係る外部委託関連の見直し 

大学学生ホール内の売店をリニューアルし、令和 7 年４月より「株式会社ファミリーマート」サテライトショ

ップをオープンした。販売する商品の充実や各種サービスへの対応が拡充したことから、学生満足度の向上

に寄与している。 

また、大学、第一高校、第二高校の食堂運営業務委託業者の入替えを行い、提供価格の値上げ抑制と提

供サービスの品質維持を図った。今後は運営業者との連携を密にし、一般企業等と連携した企画の立案な

ど各設置校の食品提供サービスの品質向上に努める。  



 

 31 / 38 

 

４） 地域の学園としてのブランド価値向上と広報強化 

ア 各設置校の広報活動推進及び法人全体における広報の在り方の検討 

ホームページを中心とした安定的な各設置校の広報活動が確立しつつある。令和 7 年度においては、地

域の学園としてのブランド価値向上と広報体制の強化を図るため、八戸工業大学の運営業務実施組織内に

「広報室」を新たに令和８年度より設置することとした。地域社会との連携強化や情報発信の充実を通じ、大

学の認知度及び信頼性の向上を図る組織体制とする。 

今後は、これまで以上にホームページの充実に努め、即時性のある情報発信を強化することに加えて、Ｓ

ＮＳを利用した広報についても、運用の在り方を検討しつつ、各学校の魅力が伝わるよう法人全体の広報

戦略の在り方について検討を進める。  
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III. 財務の概要 

１. 決算の状況 

（１） 貸借対照表関係 

① 貸借対照表の状況と経年比較 

 

② 財務比率の経年比較 
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（２） 事業活動収支計算書関係 

① 事業活動収支計算書の状況と経年比較 
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② 財務比率の経年比較 

 

（３） 資金収支計算書関係 

① 資金収支計算書の状況と経年比較 
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② 活動区分資金収支計算書の状況と経年比較 

 

③ 財務比率の経年比較 

 

 

２. その他 

（１） 資産運用の状況 

ア  運用目的 中長期的な財政基盤の強化を図るとともに教育研究の充実・発展に資すること 

イ  運用目標 年度決算の収入確保に資するものについては、新たな取得の場合は年 1%以上の利回りを

得られること 

ウ  運用方針 下記３方針に区分し、分散投資によるリスク管理、運用の平準化、適正化を目指している 

１．年度決算の収入確保に資するもの 

2．将来の資金需要に資するもの 

3．緊急時等対応に資するもの  



 

 36 / 38 

 

エ  資産運用に関するガバナンス体制 

大手監査法人へ会計監査人を依頼しており、会計監査を定期的に受けている。また、監事においては、業

務の監査及び財産の状況等の監査を行っている。前述の監査法人とのディスカッションにより情報共有を

行っており、厳正な監査を実施している。 

オ  運用体制 

資産運用規定に基づき、理事長が資産運用に関する業務を執行し、理事会が業務を監督する。運用の対

象を定め、原則信用格付け会社の格付けを元に投資適格債の購入を前提としている。 

   カ  運用の概況 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 借入金の状況 

   借入金はありません。 

（３） 学校債の状況 

学校債はありません。 

（４） 寄付金の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） 補助金の状況 
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（６） 収益事業の状況 

収益事業はありません。 

（７） 関連事業者等との取引の状況 

ア 関連当事者  対象となる取引はありません。 

    イ 出資会社   対象となる取引はありません。 

（８） 学校法人間取引 

対象となる取引はありません。 

 

３. 経営状況の分析、経営上の成果と課題、今後の方針、対応方策 

本法人は、建学の精神である「正己以格物」に基づき、教育・研究・地域貢献の機能を総合的に発展させるこ

とを目的として、八戸工業大学、八戸工業大学第一高等学校、八戸工業大学第二高等学校、八戸工業大学第

二高等学校附属中学校及びさくら幼稚園を設置し、これら設置校の一体的な運営を通じ、地域社会の持続的

発展に資する人材育成を推進する活動を行ってきた。 

本法人を取り巻く外部環境は、急速な人口減少と少子高齢化の進行に加え、若年層の大都市圏への集中に

よる地域間格差の拡大という構造的課題に直面している。とりわけ北東北地域においては、地域社会を支える

人材の育成と定着が重要な課題となっており、地域に根差した教育機関としての本法人の役割がこれまで以上

に問われていることに加え、学校教育は、AI 等の技術革新を背景とする Society 5.0 の進展、経済・社会の

グローバル化などの変化により、教育内容・手法の高度化と多様化、知識伝達にとどまらない課題解決力や創

造性の育成、社会変化に柔軟に対応できる人材育成の基盤としての役割が求められている。 

新たに 2026 年度より始まる「学校法人八戸工業大学中期計画（2026 年度～2030 年度）」（第２期中期

計画）期間においては、前中期計画の実施状況を検証し明らかとなった課題を踏まえつつ、以下、 

１．安定的、持続的運営に資する財務基盤の構築 

２．機能性・効率性向上を目指した組織運営とガバナンス体制の構築 

３．教育力・研究力向上を目指した環境整備 

４．設置校の連携活動を活かした学園のブランド価値向上 

の取組みを中心に、本法人の基本的使命である人材育成を核とした地域貢献、地域とともに発展する学校運営

を推進する計画を策定した。 

この第２期中期計画に基づき、安定的、継続的運営に資する財政基盤の構築のため、各設置校における定員

の確保、補助金の獲得及び寄附金募集活動の強化による収入増を図り、教育力・研究力を低下させない人事

政策を実施しながら、経費削減による支出の減に努めていく。 
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IV. 学校法人の業務の適正を確保するための体制（内部統制システム） 

の整備及び運用状況の概要 

１. 関係する決議の概要 

 学校法人八戸工業大学における活動を健全かつ効率的に運営するための仕組みを整備することを目的とし

た「内部統制システム基本方針」に基づき、各規程の制定・改正を行った。 

【新規制定・改正した規程等】 

・学校法人八戸工業大学「役員及び評議員の報酬等に関する規程」改正 （６月理事会） 

・学校法人八戸工業大学「情報セキュリティポリシー」制定   （7 月理事会） 

・学校法人八戸工業大学「寄附行為細則」改正    （９月理事会） 

・学校法人八戸工業大学「理事会運営規程」改正    （９月理事会） 

・学校法人八戸工業大学「評議員会運営規程」改正   （９月理事会） 

・「さくら幼稚園園則」変更      （９月理事会） 

・学校法人八戸工業大学「クロスアポイントメント制度に関する規程」制定 （９月理事会） 

・「八戸工業大学第一高等学校学則」変更    （10 月理事会） 

・「八戸工業大学第二高等学校学則」変更    （10 月理事会） 

・学校法人八戸工業大学「情報セキュリティ規程」制定   （１月理事会） 

・「八戸工業大学学則」変更      （２月理事会） 

 ほか 

 

２. 体制整備及び運用状況の概要 

本法人では、「内部統制システム整備の基本方針」に基づき、学校法人八戸工業大学における内部統制シス

テムに関する体制（下図）を整備している。当該基本方針に基づき、「理事会運営規程」「評議員会運営規程」

「監事監査規程」「コンプライアンス規程」「リスク管理規程」「内部監査規程」「公益通報等に関する規程」等の諸

規程を整備するとともに、監事、内部監査室及び法人事務局が相互に連携し、職務執行状況の適正性を確保

するための監査・チェック体制を構築している。 

学校法人八戸工業大学 内部統制システムに関する体制（イメージ）

法令・寄附行為（細則）・中期計画［計画⇒実施⇒評価⇒改善（PDCAサイクル）］

内部統制システム整備の基本方針

１．経営に関する管理体制 ２．リスク管理に関する管理体制 ３．コンプライアンスに関する管理体制 ４．監査環境の整備

内部統制に関する規程・組織体制
【文書管理規程、リスク管理に関する規程、個人情報保護方針、個人情報関連諸規程、コンプライアンス規程、組織等に関する規程等】

・研究活動の不正防止等必要な措置 ・不正防止等の教育、啓蒙活動の継続実施、周知徹底 ・通報窓口の常設

各部門の役職員

各部門【学則等諸規程】

理事会 （理事長・理事）【理事会運営規程】

内部監査
・重要リスク
・法令遵守

報告

監事 【監事監査規程】

法人事務局（取り纏め）

報告

意見

・業務執行上の重要事項を審議、決定（必要に応じて評議員会へ諮問）
・理事の職務執行を監督
・理事の担当業務を明確化
・重要リスクの審議、必要に応じて対応等決定
・リスクの特定、管理体制の見直し（毎年）
・内部監査室監査報告を踏まえた所要の改善
・［理事長］【コンプライアンス規程】に従い、状況把握と対応方針等を定め、重要案件は
理事会へ報告、検討するとともに外部専門家と協力し適正に対応する

・［理事長］監事と事業の遂行と活動の健全な発展に向けて意見交換し、相互認識を深める

決定・改廃

評議員会
【評議員会運営規程】

報告

監査

・理事会、評議員会等重要会議への出席
・重要書類の閲覧、審査
・理事等の職務執行についての適法性、妥当性を監査
・内部統制システムの整備について、その議決及び
決定内容の監査

・情報保存体制及び情報開示体制の監査
・監事の必要に応じて、補助職員を配置

報告連携

報告

連携

報告

報告

内部監査室【内部監査規程】

 

※  附属明細書 なし 


